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原生的な天然林や貴重な動植物の保護などで重要な役割を担い

先駆的な自然環境保全制度として機能している保護林制度。

国有林事業では、今後、さらに適切な保全や管理を行うために

「保護林モニタリング調査」を実施します。

自然環境を守るために徹底分析

保護林モニタリング調査が始まります
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国
有
林
事
業
で
は
、
先
駆
的
な
自
然
環

境
保
全
制
度
と
し
て
、
大
正
四
年
に
「
保

護
林
制
度
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
保
護

林
と
は
、
特
に
重
要
と
さ
れ
る
国
有
林
野

実際に山に入り、調査を実施

豊
か
な
森
林
を
守
る
た
め
の

保
護
林
制
度

の
こ
と
で
、
原
生
的
な
森
林
生
態
系
か
ら

な
る
自
然
環
境
の
維
持
や
野
生
動
植
物
の

保
護
、
遺
伝
子
資
源
の
保
存
な
ど
を
目
的

に
、適
切
な
保
全
・
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
一
八
年
に
は
、
貴
重
な
天
然
林
な

ど
を
八
箇
所
を
新
た
に
保
護
林
に
設
定
し
、

こ
の
結
果
、
保
護
林
全
八
三
三
箇
所
、
合

近
年
、
国
民
の
皆
様
か
ら
生
物
多
様
性

の
保
全
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ
て
い

さ
ら
に
適
切
な
保
全
に
向
け
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」が
始
動

査
を
実
施
、
調
査
結
果
を
蓄
積
し
て
、
適

切
な
保
全
・
管
理
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
六
月
に
行
わ
れ
た
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お

け
る
検
討
結
果
を
も
と
に
、
こ
の
八
月
よ

り
各
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、
保
護
林
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
す
。
五
年
間

で
全
保
護
林
を
一
巡
す
る
予
定
で
す
。
今

後
も
保
護
林
の
保
全
・
管
理
に
向
け
て
、

ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

種類 目的など 箇所数 代表地

①森林生態系
　保護地域

原生的な天然林を保存し、自然
環境の維持や動植物の保護を行
う

28 知床・白神山地・屋久島

②森林生物遺伝資源
　保存林

森林と一体となって自然生態系
を構成する生物の遺伝資源を保
存する

12 八甲田山・九州中央山地

③林木遺伝資源
　保存林

林木遺伝資源を森林生態系内に
保存し、将来の利用可能性に資
する

324 男鹿ケヤキ・愛鷹山ブナ

④植物群落
　保護林

植物群落などの保護・維持を図
り、併せて森林施業などの発展
に資する

363 レブンアツモリソウ群生
地・長九郎シャクナゲ群落

⑤特定動物生息地
　保護林

特定の動物の繁殖地、生息地等
の保護を図り、併せて学術研究
などに資する

36 シマフクロウ・御岳（ツシ
マヤマネコ）

⑥特定地理等
　保護林

特異な地形、地質等の保護を図
り、併せて学術研究などに資す
る

35 槍ヶ岳・穂高・黒部渓谷

⑦郷土の森
地域における象徴としての森林
を保護し、併せて地域の振興に
資する

35 菅平湿原・いわむら

計
七
七
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま
し

た
。
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
知
床

を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
べ

く
、
今
後
も
保
護
林
の
維
持
や
拡
充
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保護林の種類と設定状況
平成 19年 4月 1日現在

ま
す
。
保
護
林
に
つ

い
て
も
、
現
況
に
応

じ
た
管
理
や
機
能
回

復
に
向
け
た
、
新
た

な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
立
木
や
土

壌
に
つ
い
て
は
把
握

で
き
て
い
て
も
、
植

生
や
生
態
系
に
関
す

る
情
報
は
必
ず
し
も

統
一
的
に
把
握
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

そ
こ
で
国
有
林
事

業
で
は
、
今
年
度
よ

り
全
国
的
な
保
護
林

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調




